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2010 年　SAIL おおつ

BYC CUP にて

2011 年　比叡レガッタBYC CUP



126 BIWAKO YACHT CLUB

琵琶湖ヨット倶楽部　90 周年記念誌

『サニーレタス号』の製作

湖翔ヨット倶楽部

北野　文男

私は、琵琶湖大好き人間で家は京都の宇治ですが、中
学生当時（昭和 33 年ごろ）毎年、8 月の 1 ヶ月間は大
津の下百石町のいとこの家で夏休みを過ごしていまし
た。その当時の琵琶湖には、玻璃丸・京阪丸・弁天丸な
どが近江舞子・真野・マイアミの水泳場へ大津港から出
ていて柳が崎水泳場にも寄っていました。

ある機会にネットでイトコンヨットの記事を見て早
速作ることとしました、文字どおり釣竿と釣糸でコント
ロールする模型です。全長 57㎝のサニーレタス号を作
りました、その船で遊んでいるうちにこれを 5 倍ほどす

れば人が乗れるのではないかと思い我家の６畳の居間で
造ってしまいました。今は大好きな琵琶湖で人が乗れる
大きな模型で楽しんでいます。
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「ヨットを始めて」

湖翔ヨット倶楽部

七寳　均

琵琶湖ヨット倶楽部設立九十周年にあたり誠におめで
とうございます。心よりお喜びもうしあげます。また、
倶楽部の皆様もさぞお喜びのことと存じます。今後、貴
倶楽部の益々のご発展をお祈り申し上げます。

さて私は、平成二十三年の春から湖翔ヨット倶楽部に
お世話になることになりましたヨット歴一年足らずの超
ビギナーです。

ヨットを始めたきっかけは、まだ現役で勤めていた頃
にＯＢの人たちの集まりに参加したときに、久原先輩か
ら「会社を卒業したら何かする事あるのか」と聞かれ特
に何も考えていないと答えると「ヨットせえへんか」と
誘われたのがヨットを始めたきっかけです。　　ヨット
は全く興味が無かった訳ではなく、少しは興味もありま
た、琵琶湖を自由にヨットを操って走れたら、さぞ気持
ちがいいだろうと夢見てヨットを始めることになりまし
た。

琵琶湖の最初のデビューは２０１０比叡レガッタでの
レスキュー船からの応援・観戦でしたが、ルールも何も
分からないまま一日が過ぎ去りました。しかしヨットに
乗るチャンスは一年後に訪れました。第１８回琵琶湖サ
マーカップでいきなりクルー…クルーなんてやったこと
ない何するんやろと思いながら、スキッパーの牧野さん
と出艇しレース開始までの間にタックの練習を何回も練
習し、いよいよレース開始です。

何回も練習したタックでしたが、レースが始まって最
初のタックで見事にタック失敗、心の中で牧野さんゴメ
ンと言いながら琵琶湖に沈み、初めてのヨットで最初の
半沈を経験しました。今では倶楽部の木下会長をはじめ
諸先輩方の、ご指導もあり久原先輩と二人で自由にとは
いきませんが、何とか出艇しハーバーに帰ることが出来
るようになりました。

以前より二人で乗って出て帰ってこれたら良いですね
と話していたことが、こんなに早く実現するとは思って
いませんでした。

これも、湖翔ヨット倶楽部の皆さんのお蔭だと感謝し
ております。

これからも、皆さんとヨットライフを楽しんでいきた
いと思っております。

ご指導よろしくお願い申し上げます。
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華やかな 21 世紀初頭に生まれた日本の、京都の、滋
賀の若者たちのさざ波のビワ湖を前にした遊び心から生
まれた、琵琶湖ヨット倶楽部が、21 世紀の今日、90 年
の年月をもって、多勢の会員皆様方、又関係の方々の御
努力によって尚今も生き生きと楽しい日々をもって存在
しておられることを、心よりうれしく存じます。そして
誇りに思います。

我が父、中塚善助らが話していたのを思い出すので
すが、当時、瀬田でボートを漕いでいた京都一商のボー
ト部の若者たちが、湖を風で走る三十石船の帆を見て、
あれは漕がなくていいのでしんどくない、あれにしよ
う！と云ってヨットに乗ることにしたとか。早速、船善
さんたち船大工の方々の協力を得て、A 級ディンギー、
５米のヨットが出来たそうです。

やがて、柳が崎に艇庫が出来て先の戦争が始まるま
では、今でいうリゾートとして、私たち子供も母や姉た
ちと日曜日には、ヨットのお家へ京阪電車に乗って行っ
たものです。

戦争の後、昭和 20 年以降は、中支から帰った父に連
れられて、新制中学生になった兄と弟と 3 人日曜日ごと
に湖のそばの道を、進駐軍のトラックやジープに追い越
されながら、炎天下柳が崎の艇庫へ通いました。

当時は、宮崎晋一さんのおられた島津製作所のヨッ
ト部、京都ヨットクラブと共に、同志社大、京都大、立
命館大らの学生さんら中心に、毎週レースです。艇庫の
前が本部で、手作りの赤球が五ケ挙げられ 5 分前、一つ
ずつ降りてスタート、学生を育て、育てられ、ヨットの

人口を広げられました。昭和２５年原爆の都市広島での
国体には新制高校男子の種目が出来、兄が今の YYC の澤
田明さんと出場し優勝、次の年、昭和２６年、女子の種
目が出来て、堀川高校に入学した私も、滋賀からの上田
美智子さん御姉妹と一緒に、わからないままに、松島の
海風の上でレースをさせて頂きました。男女平等の戦後
で初めてヨットに乗る女性が全国に出来た年です。それ
から４年、西宮での国体まで毎年皆様に支えられて参加
させて頂きました。実業団、大学、高校と、国体のレー
スと共に対抗レースによって育てられた若者たちが社会
人に、父母になり、我が子供たちにもヨットを教え楽し
ませてやりたいと、森岡先生を校長さんにジュニアヨッ
トクラブが出来ました。ジュニアには親が付いて行くこ
とになっておりました。私の娘、松井春も参加させて頂
き、毎週日曜日柳が崎ヨットハーバーに送って行くと、
沖で指導してられるお父さんと子供たちを待って陸でぼ
んやり帰浜を待つお母さんを見て、大丸ヨット部出身の
山田佐代子たちお母さんを誘って、お母さんの会を作ろ
うと提案しました。日本ヨット協会の小沢吉太郎先生が
少年少女ヨットに御尽力だったので、秋山福夫先生を通
じてご相談すると、早速「白鳥の会」（あひるを育てる会）
という会名を頂いて十人余りの会が出来上がり、４０歳
前後のお母さん、熟女時代は毎週日曜日が楽しみになり、
ジュニアの合宿やレースの食事を用意する他に、トッ
パーに乗ったり、粉川龍之介さんのポーリバー号で、５
月末のクルーザーフェスティバルに毎年出場して、楽し
い時を頂きました。子供が卒業すると、毎年お正月過ぎ

御祝いのことば

－琵琶湖ヨット倶楽部 90 周年に－

松井　明子 （旧姓：中塚）

昭和 23(1968) 年　BYC にて

1972 年　BYC50 周年記念パーティにて
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仲間で各地温泉に旅して楽しい思い出を作りました。今
もお食事会の折にはその話題で笑いが絶えません。お母
さんヨットの他に、レースに専念してオリンピックに出
場された方もあり、多くの女子選手が生まれたことはう
れしく関心するばかりです。

こうした私の学校時代から現在に至る楽しい生活を
思い出してみると、そこにはいつお BYC の皆様の温かい
お力添えのあることを忘れてはなりません。先頃古い手
文庫を整理していると、現会長の長谷川和之さんの父上、
長谷川英一さんが、父に宛てられた手紙が出て来て、そ
こにはクラブの発展、会員に一人一人に話しかける言葉
が綴られておりました。それと同じ様に、今の長谷川和
之会長も、会員の方々にも、周囲の方々を同じ様に大切
になさること、ヨットを大切にし、楽しむ生活を自分か
ら実際に行い、示しておられること、会の皆さんもそう

しておられるのを見て、それでこそこの９０年があるの
だと思います。どうぞ、その気持ちを受け継いで、百年、
二百年と、琵琶湖ヨット倶楽部のあることを、心から念
じる私です。誠にありがとう存じました。

Yacht 記事　1983 年５月　琵琶湖とヨットと父
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